


































































　『Intensive Discussion on Growthof Nitride Semiconductors』開催報告
　材料科学国際サミット：SMS2012の開催
百周年事務局便り／Reserch Index／編集後記












（Materials Science Week：MSW 2012）を11月25 
日‒12月1日に開催しました。その期間中11月27日‒ 









































































































C e n t e r  I n t r o d u c t i o n紹介
■複合機能材料学研究部門URL　http://www.goto.imr.tohoku.ac.jp/index.html
　ガスの化学反応を用いた材料創製、成膜プロセスとして CVD（Chemical Vapor Deposition）があります。CVD は半
導体デバイスの製造や工具材への薄膜のコーティングとして広く実用化されています。私達は、強力な連続発振レーザー




ティングはその好例です。代表的な工具材は WC-Co 超硬合金ですが、そのほとんどは、CVD によりα-Al2O3のコーティ
ングが施されています。工作機械の性能はα-Al2O3コーティングによるといっても過言ではありません。特に近年、W
は希少資源であり価格が高騰して、TiCN-Ni サーメット工具への代替が研究されていますが、TiCN-Ni は WC-Co に比
べ酸化されやすく、また Ni が拡散して表面が脆化するため、α-Al2O3のコーティングはできないと考えられていました。
TiCN-Ni へのコーティングのためには、成膜温度の大幅な低下が必要です。図1にレーザー CVD で作製したα-Al2O3コー
ティングの表面組織の一例を示します。α-Al2O3膜の機械的性質は（0001）面が最も優れていますが、レーザー CVD に
より（0001）面が配向したα-Al2O3膜を従来の熱 CVD に比べ約400℃低温で成膜することができ、TiCN-Ni にもα-Al2O3
のコーティングができるようになります。
　結晶面が配向した膜を合成できることはレーザー CVD の大きな特長です。高性能の高温酸化物超電導 YBa2Cu3O7-δ
（YBCO）膜を金属基材上に成膜することもできます。YBCO では、超電導は結晶の（0001）面に沿って起こるため、（0001）
面に配向した YBCO 膜を作る必要があります。また、強力な超電導磁石や電力輸送ケーブル用には、金属テープ上に成
膜しなくてはなりません。レーザー CVD により実用 Ni 基合金（Hastelloy®C-276）テープ上に（0001）面がエピタキシャ
ル成長した YBCO 膜を、従来の CVD の数百倍の高速で合成することができます。臨界転移温度（Tc）は90K、臨界電流
密度（Jc）は2.5MAcm-2を示し、実用化レベルの性能を有しています。実用的には長さ1000m 程度の Ni 基合金テープ上
に連続的に成膜する必要があり、連続巻き取り型のレーザー CVD 装置を製作し、超電導工学研究所と共同で実用化に
取り組んでいます。また、このレーザー CVD を（111）配向β-SiC 膜、（100）配向 CeO2膜（図2）、（010）配向 BaTi2O5膜
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先達との
出逢い
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アイ・トリプル・イ （ーIEEE：The Institute of Electrical and Electronics 
Engineers）は、160ヵ国以上、約50万人のメンバーから成る世界最大の専門
組織で、技術革新の発展に寄与することを目的とした団体です。そのIEEE 






































































す。 また、毎年、夏 - 秋には東京エレクトロンホール宮城で「楽しい理科のは








































KINKEN70[09-16]-四.indd   12 13/02/21   18:18
















金 研 ニ ュ ー ス
11月26日に金研において第9回金研若手の学校が開催されました。若手
の学校は金研の公式行事として毎年開催されており、すべて英語で行われま


































































































































ているのでしょうか？ 前職の Kavli Institute of 
NanoScience Delft の 機 関 誌 「Kavli Newletter












編　集： 東北大学金属材料研究所  情報企画室広報担当



















































事 務 局 便 り
百 周 年
金研は2016年に百周年を迎えます。
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